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【長野市・信州新町・中条村の概況】 

(1)地理的状況 
  長野市・信州新町・中条村は、県の北部に位置し、北は信濃町、飯綱町、東は須坂市、小布施町、南は千

曲市等、西は小川村、白馬村、小谷村、大町市と接している。 
信州新町は、国道 19 号、中条村は県道長野大町線を基幹としてそれぞれ道路網が整備され、長野市ともこ
れらの道路で結ばれ、通勤、通学、商圏等、住民の日常生活において 3 市町村の繋がりは強い。 

  
(2)人口等 

   平成 17 年 10 月 1 日現在の人口は、長野市が 378,512 人、信州新町が 5,535 人、中条村が 2,525 人で、高 
齢化率は長野市が 21.6％、信州新町が 40.7％、中条村 44.6％と両町村で高い水準となっている。 

 
(3)沿革 
 ①長野市：明治 30 年に長野町が長野市となり、大正 12 年に吉田町等、昭和 29 年に古里村等、昭和 41 年 

に篠ノ井市、松代町等と合併。その後、平成 17 年 1 月 1 日に豊野町、戸隠村、鬼無里村、大岡村と 
合併し現在に至る。 

  ②信州新町：明治22年に隣接する村が合併し4村となり、うち3村が昭和30年に合併し信州新町となる。 
昭和31年に牧郷村の一部と合併し、昭和34年に八坂村の一部を(境界変更により)編入し現在に至る。 

③中条村：明治 22 年に 3 村が合併し栄村、2 村が合併し日里村となり、昭和 30 年にこの 2 村が合併し現在
に至る。 

 
(4)財政状況等 

予算規模（H20）は、長野市が約 1,329 億円、信州新町が約 40 億円、中条村が約 24 億円。財政力指数は、 
長野市が 0.724、信州新町が 0.241、中条村が 0.135。実質公債費比率が、長野市が 14.1％、信州新町が 16.5％、
中条村が 22.5％となっている。 

 
(5)主な地勢（産業）等 

   長野市は、善光寺の門前町として栄え、川中島古戦場、城下町松代、伝説の里戸隠や鬼無里などが全国的
にも知られ、1998 年の冬季オリンピック開催により観光都市、国際都市として発展しており、信州新町は、
町美術館をはじめとする芸術文化の町として発展し、「ジンギスカン料理」に代表するめん羊に関する特産
品が有名。また、中条村は、村の北部に信州百名山の虫倉山がそびえ、棚田が数多くあり、情緒豊かなふる
さとの景観が見られ、県道長野大町線沿線の道の駅や特産物直売施設は地域の情報発信拠点とされている。 

 
◎ 基礎データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 注）人口、産業別就業者人口（分類不能を含む）は平成 17 年国勢調査による。財政力指数は、H17―H19 の３カ年平均値 

 

長野市 信州新町 中条村
378,512人 5,535人 2,525人

年少人口（％） 14.7 9.4 8.6
生産年齢人口（％） 63.7 49.9 46.8

老年人口（％） 21.6 40.7 44.6
194,900 2,959 1,223

第1次産業（％） 8.1 24.5 28.1
第2次産業（％） 23.0 28.6 24.5
第3次産業（％） 68.9 46.9 47.4

730.83ｋ㎡ 70.73ｋ㎡ 33.29ｋ㎡
1328億64百万円 39億88百万円 23億86百万円

0.724 0.241 0.135
14.1% 16.5% 22.5%
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【長野市・信州新町・中条村のこれまでの経緯等】 

 
 
H16.10.31  信州新町、小川村、中条村の合併に関する住民投票で、信州新町は「3 町村での

合併」が多数と出たが、小川村が「反対」多数、中条村が「長野市との合併」が

多数、との結果になり、3 町村の合併は見送り。 

H17. 3.10 中条村議会が長野市との合併を推進する決議案を全会一致で可決。 

H17. 9.27 信州新町議会で「町の合併を進める会」が提出した長野市への合併を進める陳情

を 12:2 で採択。 

H18. 4.23 信州新町長選で長野市との合併推進を掲げた中村靖氏が 4 選。 

H19. 5. 7  初当選した久保田中条村長は「長野市との合併を進めたい。」と臨時議会で挨拶 

H19. 6. 7  鷲沢長野市長は 6 月市議会で、両町村との合併について「合併新法内に結論を出

すなら、本年度中にも協議を始める必要がある。合併推進に前向きな姿勢で臨む

ことが、長野広域圏の中核的都市である本市の責務」とし、住民総意のもとでの

申入れがあれば協議を進める方針を示す。 

H19.10.28  信州新町で「長野市との合併に向けた住民懇談会」を開催。（～H20.1.14 まで、

全地区 20 会場） 

H19.12. 5  中条村で、合併について、住民との「むらづくり懇談会」を開催。（～H19.12.23

まで、全地区 22 会場） 

H20. 1.29  長野市との合併の是非を問う住民アンケートで、信州新町は「賛成 3,207 票

（70.3％）、反対 1,316 票（28.8％）」、中条村は、「賛成 1,972 票（93.1％）、

反対 134 票（6.3％）」となる。 

H20. 2.20  信州新町、中条村が長野市に合併協議の申入れを行う。 

H20. 3.26  3 市町村の合併に関する基本的事項を調査・研究するため、「長野市・信州新町・

中条村合同研究会」を設置。（8 月までに 9 回開催） 

H20. 7. 2 長野市で、市内全 30 行政区で開催される「元気なまちづくり市民会議」におい

て、合併についての説明を行う。（～12 月までの予定） 

H20. 8.23 長野市で、合同研究会での協議内容等を市民に説明し意見を聴くため、「市町村

合併に関する市民会議」を開催（～9／1 まで、市内 5 会場） 

H20. 9. 1  長野市で「元気なまちづくり市民会議」と「市町村合併に関する市民会議」の参

加者を対象に実施したアンケート結果をまとめた。２町村との合併に「特に不安

はない」が 67.7％、「不安がある」が 15.3％、「無回答」が 17.0％となった。

（7/2～9/1 まで、1,372 人から回答） 

H20. 9.18 信州新町議会、中条村議会で法定合併協議会設置を議決。 

H20. 9.19 長野市議会で、法定合併協議会設置を議決。 

H20.10. 2 長野市・信州新町・中条村合併協議会の設置を調印。 

H20.10. 6 3 市町村長が知事に対し「構想対象市町村への位置づけに係る申入れ」を行う。 

 
 
＜今後の予定＞※合併に向けての想定スケジュール（詳細は、今後法定協で決定） 
 
H20 年度～ 法定協で合併協議  

⇒3 市町村で合併議決  ⇒県に合併申請 ⇒県議会で合併議決（官報告示） 

H21 年度中  合併 

 

 

 


